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【結語】

　胆膵系EUS時のペチジン塩酸塩使用可でのMDZとFNP使用時における影響の差はな

かった。今後も、チームとして患者個人に合わせた鎮静量を考慮し、胆膵系EUSにおける

安全、安楽な薬剤使用法について更なる検討を行っていきたいと考える。
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６．ポリペク後の生活指導パンフレットの改訂　～統一した患者指導を目指して～
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〇新垣理佐子　新城亜希子　謝名堂ひろこ　　

【はじめに】

　平成27年度のCSPの本格的導入に伴い、日帰りポリペク患者が増加している。使用して

いるパンフレットでは追加説明が必要であり、患者・家族からの質問も多くあった。その

為説明に時間をようし、慣れていないスタッフにおいては業務に支障をきたす事もあり、

説明内容にスタッフの統一が図れていなかった。今回パンフレットの改訂を行うと同時に、

スタッフの認識を深める機会を得たのでここに報告する。

【目的】

　安全に自立して日常生活ができる。
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【方法】

　スタッフ及び、日帰りポリペク患者50名を対象にアンケート調査を実施。患者に対して

はパンフレットを用い説明したあと、理解しにくかった点を聞き取り調査した。またスタッ

フに対しては、パンフレットを用いて説明を行う中で説明に困った事、追加説明している

事、よくある質問をアンケートで集計した。

　双方のアンケートを元にパンフレットを見直し、スタッフが統一した説明ができるよう

に改訂した。

【結果・考察】

　患者・スタッフアンケート結果は別紙参照

改訂前のパンフレットは1枚の用紙に３つの項目があり、該当欄を丸印で囲んで説明して

いた。改定後のパンフレットは、タイトル別に分類し用紙分けを行った。

　スタッフの内視鏡経験に関係なく統一した説明が出来るように患者・家族が帰宅後の安

心感を得られるよう、絵を導入し、注意してほしい項目を明記し、例をあげて患者・家族

がイメージしやすいように工夫した。

　今回患者アンケート調査も行ったが『覚ええていない』『分からない』等の答えが多く、

十分な回答が得られなかった。今後、手法を変えて、患者の追跡調査もしていきたい。

【結語】

　医療技術が進歩する中で、私たちスタッフも提供する手技を適宜見直し、情報を共有す

る必要がある。時代や地域の変化、ニーズに対応していけるように、パンフレットの内容

も適宜見直し、日帰り患者が帰宅直後から社会生活を営めるように、私達医療スタッフが

24時間患者・家族をサポートしているという安心を提供できる事だと考えた。



－88－
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